山梨県コンクール　二部　最優秀賞
　おにぎり持ったよ　
上野原市立上野原西小学校五年　
　飯田　哲史　
｢おにぎり持った？｣
というお母さんの声に、
「うん、持ったよ。行ってきます。」
と答えて、今日もぼくは野球の練習や試合に行く。
ぼくは小学三年生から野球を始めた。まず、ランニング。体そう、ダッシュ、キャッチボール、ノックの守備練習、バッティングが午前の練習メニューだ。三年生の時は大変だったけれど、今では、すっかりなれた。このハードな練習が終わりお母さんが作ったおにぎりを食べる。ツナマヨネーズが入ったおにぎりや大好物のしゃけが入ったおにぎりなど、毎回いろいろな具が入ったおにぎりを作ってくれる。中でも一番好きなのは塩おにぎりにのりをまいたシンプルなおにぎりだ。もちもちのお米の食感が大好きだ。そしてとなりでぼくのおにぎりよりも一回り大きいおにぎりをほおばるお父さんがいる。お父さんはコーチではないけれど、ぼくの夢のためにいつもいっしょに練習に来てくれる。そんなお父さんと食べるおにぎりは本当においしい。おにぎりが、自分達を支えてくれているといつも感じる。
チームのかんとくもいつも
「米を食べろ。」
とよく言っている。なぜかと聞いてみると、体を大きくしてくれるからと教えてくれた。お米は炭水化物だから、食べるとエネルギーになる。だから午後の練習もがんばれるのだ。午後の練習はバッティング、ノックの守備練習をし、ほ食の時間になる。周りのみんなはゼリーやパンを食べているがぼくはだんぜんおにぎりを食べる。
ぼくが食べているおにぎりのお米は、山梨県にらさき市に住む祖母が送ってくれる。祖母の実家は、新潟県だ。新潟県といえば、お米がおいしいことで有名だ。新潟県のコシヒカリは、甘くておいしい。
「野球がんばってね。たくさんお米を送るから大きくなって、いいプレーをいっぱいしてね。」
と応えんしてくれる。
「おばあちゃん、いつもお米を送ってくれてありがとう。おにぎりいっぱい食べて、大きくなってヒットをたくさん打つよ。」
と言うと祖母はニコニコする。
　お米を送ってくれる祖母がいてそのお米でおにぎりを作ってくれる母がいて、そのおにぎりを持って練習につきあってくれる父がいる。そのおかげでぼくがいつも野球の練習に集中することができる。ヒットはいっぱい打てないけれど去年の自分よりもヒットがふえている。練習をがんばっていることもあるが、おにぎりのパワーのおかげでもあると思う。
「おにぎり持ったよ。行ってきます。」
と言って、今日もぼくは野球の練習や試合に行く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

